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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】所持している場所から取り出し、利用した後は

また収納する必要のある従来のタッチペンが付帯するこ

うした事前事後動作をなくすと共に、その入力形態も保

持型ではなく、非保持型とするタッチパネル入力装置を

提供する。

【解決手段】タッチパネル入力装置は、安定子８の働き

で本装置の安定性と手指の自由度を備えたタッチペン本

体１の上部に、左上部の部位で共にヒンジ拘束されたタ

ッチ棒２を収めており、これがヒンジ部に設けた一対の

迎合ストッパーによって最適なタッチ棒入力操作開角度

に設定された迎合位置まで開角することによりタッチパ

ネル操作が可能となる。これを押し戻して本体に収納す

れば即刻待機状態が得られると共に、従来のタッチペン

に付帯していた事前事後作業を不要とすべく本装置の指

装着によってハンドフリーでのパネル入力操作を可能に

する。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 　 面 取 り さ れ た 円 筒 形 で あ る 一 つ の リ ン グ の 右 辺 で 、 別 に 用 意 し た 同 形 の リ ン グ の 右 側

半 分 を 除 去 し た 後 に で き る ア ー チ 形 の 円 弧 の 両 端 を リ ン グ の 回 転 制 御 を 担 う 安 定 子 （ ８ ）

と し て こ の 円 弧 側 を 共 に 結 合 さ せ た 形 状 の 上 部 に 、 タ ッ チ 棒 を 収 納 す る た め の 部 位 を 有 し

た 一 体 構 造 の 本 体 （ １ ） の 左 上 辺 に あ る 支 点 （ ７ ） の 位 置 で 、 先 端 に タ ッ チ パ ネ ル 反 応 体

で あ る 静 電 防 止 ゴ ム （ ３ ） が 取 り 付 け ら れ た タ ッ チ 棒 （ ２ ） の 基 部 が 共 に ヒ ン ジ 拘 束 さ れ

る こ と に よ り 、 こ の タ ッ チ 棒 が 収 納 さ れ た 状 態 （ 図 ４ 左 側 図 ） か ら 、 任 意 の 角 度 に 設 定 さ

れ た 一 対 の 迎 合 ス ト ッ パ ー （ 図 ５ ） の 本 体 側 迎 え 角 （ Ｅ ） と タ ッ チ 棒 側 迎 え 角 （ Ｄ ） が 迎

合 す る タ ッ チ パ ネ ル 操 作 角 （ 図 ４ 右 側 図 ） 位 置 ま で 自 在 に 開 閉 す る こ と を 特 徴 と す る Ｏ Ｃ

型 屈 曲 タ ッ チ ペ ン 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 　 　 本 発 明 は 、 タ ッ チ パ ネ ル 入 力 装 置 の 操 作 改 良 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 　 　 タ ッ チ パ ネ ル 操 作 に 使 用 す る タ ッ チ ペ ン は 、 鉛 筆 式 、 単 一 指 輪 式 、 指 キ ャ ッ プ 式 な

ど が 考 案 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 Ｋ Ｒ ̶ Ａ ̶ １ ４ ０ ０ １ ６ １ ２ ２ 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 Ｃ Ｎ ̶ Ｕ ̶ ２ ０ ３ ０ １ ２ ６ ５ ４ 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 　 　 所 持 し て い る 場 所 か ら 取 り 出 し 、 利 用 し た 後 は ま た 収 納 す る 必 要 の あ る 従 来 の タ ッ

チ ペ ン が 付 帯 す る こ う し た 事 前 事 後 動 作 を な く す と 共 に 、 そ の 入 力 形 態 も 保 持 型 で は な く

、 非 保 持 型 と す る こ と に よ り 、 本 装 置 の 指 装 着 で 必 要 な 時 に 直 ぐ に タ ッ チ パ ネ ル 操 作 が 可

能 に な る も の を 提 供 す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 　 　 タ ッ チ ペ ン 本 体 の 作 り を 面 取 り さ れ た 円 筒 形 で あ る 一 つ の リ ン グ の 形 状 に し て 指 に

嵌 め た 際 に 容 易 に 発 生 す る 回 転 を 抑 え る た め に 同 形 の リ ン グ を 単 に も う 一 つ 連 結 さ せ て メ

ガ ネ 形 状 に す る よ り も 装 着 時 の 指 の 自 由 な 動 き が 損 な わ れ ず 安 定 し た 操 作 性 が 得 ら れ る よ

う に 、 別 に 用 意 し た 同 形 の リ ン グ の 右 側 半 分 を 除 去 し た 後 に で き る ア ー チ 形 の 円 弧 の 両 端

部 を リ ン グ の 回 転 制 御 を 担 う 安 定 子 （ ８ ） と し て こ れ を 同 形 の リ ン グ の 右 辺 で 円 弧 側 結 合

で 付 け 足 す こ と で 指 に 嵌 め た 際 の 手 指 の 動 き の 自 由 度 と タ ッ チ 棒 （ ２ ） を パ ネ ル 操 作 角 位

置 （ 図 ４ 右 側 図 ） ま で 起 こ し た 時 の 安 定 性 と 操 作 性 を 高 め る と 共 に 、 タ ッ チ 棒 を 収 納 す る

た め の 部 位 を 有 し た 一 体 構 造 の 本 体 （ １ ） の 上 部 の 支 点 （ ７ ） で タ ッ チ パ ネ ル を 操 作 す る

た め の 先 端 に タ ッ チ パ ネ ル 反 応 体 で あ る 静 電 防 止 ゴ ム （ ３ ） が 取 り 付 け ら れ た タ ッ チ 棒 （

２ ） の 基 部 を 共 に ヒ ン ジ 拘 束 さ せ る こ と で 、 こ の タ ッ チ 棒 が 収 納 さ れ た 状 態 （ 図 ４ 左 側 図

） か ら 、 任 意 の 角 度 に 設 定 さ れ た 一 対 の 迎 合 ス ト ッ パ ー （ 図 ５ ） の 本 体 側 迎 え 角 （ Ｅ ） と

タ ッ チ 棒 側 迎 え 角 （ Ｄ ） が 迎 合 す る タ ッ チ パ ネ ル 操 作 角 位 置 （ 図 ４ 右 側 図 ） ま で 安 定 し た

開 閉 再 現 性 を 持 た せ た 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 　 　 指 輪 を 嵌 め る 要 領 で 本 装 置 を 指 に 嵌 め て お く こ と に よ り 、 タ ッ チ ペ ン の 利 用 時 に こ

れ を 携 帯 し て い る 場 所 か ら 取 り 出 す と い う 従 来 の タ ッ チ ペ ン が 有 し て い た ひ と つ の 作 業 工
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程 が 省 け る と 共 に 、 手 に 保 持 し な い 入 力 形 態 な の で 、 手 荷 物 を 持 ち な が ら の パ ネ ル 操 作 で

も 指 先 入 力 に あ り が ち な ミ ス タ ッ チ の な い パ ネ ル タ ッ チ 操 作 が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 右 側 側 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の Ａ 面 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 立 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の Ｂ 点 の 詳 細 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 　 　 人 差 し 指 に リ ン グ （ 図 ２ ） を 嵌 め た 場 合 は 、 中 指 に 安 定 子 （ ８ ） が 、 中 指 に リ ン グ

を は め た 場 合 は 薬 指 に 安 定 子 が そ れ ぞ れ 掛 か る よ う に 本 装 置 を 操 作 す る 側 の 指 に 嵌 め て お

く と 、 他 方 の 手 で 本 装 置 の タ ッ チ 棒 を 一 対 の 迎 合 ス ト ッ パ ー （ 図 ５ ） の 本 体 側 迎 え 角 （ Ｅ

） と タ ッ チ 棒 側 迎 え 角 （ Ｄ ） の 迎 合 位 置 ま で 起 こ す （ 図 ４ 右 側 図 ） だ け で 即 座 に ハ ン ド フ

リ ー に よ る 入 力 操 作 が 可 能 と な り 、 入 力 が 終 了 す れ ば 元 の 位 置 （ 図 ４ 左 側 図 ） に タ ッ チ 棒

を 戻 す だ け で 、 入 力 操 作 を 常 時 ワ ン タ ッ チ で 出 来 る ス タ ン バ イ 状 態 に し て お け る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 　 　 ６ 点 の 部 品 か ら な る バ ネ 式 の プ ロ ト タ イ プ を 製 作 し 、 人 差 し 指 と 中 指 に は め て 、 実

際 に ハ ン ズ フ リ ー で タ ッ チ パ ネ ル 操 作 を し て み た と こ ろ 、 タ ッ チ 棒 の タ ッ チ 操 作 や 位 置 の

再 現 性 と 安 定 性 が 共 に 良 く 、 快 適 な タ ッ チ パ ネ ル 操 作 が で き る こ と を 確 認 し た 。

　 ま た 基 本 機 能 を 満 た し た 本 装 置 は 、 そ れ ぞ れ 一 体 形 成 さ れ た 本 体 と タ ッ チ 棒 、 そ し て 静

電 防 止 ゴ ム の ３ 点 の み で 組 み 上 げ る こ と が 出 来 る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

１ 　 本 体

２ 　 タ ッ チ 棒

３ 　 静 電 防 止 ゴ ム

４ 　 板 ば ね

５ 　 作 動 ピ ン

６ 　 コ イ ル ば ね

７ 　 本 体 と タ ッ チ 棒 の ヒ ン ジ 拘 束 箇 所

８ 　 安 定 子

９ 　 一 対 の 迎 合 ス ト ッ パ ー
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】


